
決議案 25R-12 
 

地区が毎年「衛生デー」を祝うよう奨励することを検討するよう RI理事会に要請する

件 

 

提案者： Paris Concordeロータリークラブ（フランス、第 1660地区） 

 

 

衛生は、複数のロータリー重点分野において不可欠な要素である。 1 

   2 

恵まれない人びとの数は世界中で着実に増加している。 3 

    4 

これらの人びとは、最も基本的な衛生用品さえ購入できない状況にある。 5 

   6 

よって、国際ロータリーの決議により、国際ロータリー理事会は、各地区に対し、毎年 7 

「衛生デー」を祝い、クラブが女性用、男性用、子ども用の基本的な衛生用品を収集 8 

し、恵まれない人びとへの支援を専門とする地元の団体を通じて配布するための衛生9 

キットを組み立てるよう奨励することを検討するものとする。 10 

 

（本文終わり） 

 

 

趣旨および効果 

 

多くのロータリークラブは、恵まれない人びとのために、特別デーに食料品を集めるこ11 

とが地区から奨励されている。食料が重要であるのと同様に、衛生も重要である。衛12 

生は健康面で等しく重要であるにもかかわらず、費用がかさみやすく、クラブ奉仕活動13 

として見過ごされがちである。 14 

 15 

ロータリークラブの活動は、経済的に困難な人びとを支援する手段として、地域住民が16 

衛生用品を購入するよう促す上で重要な役割を果たせる。 17 

 18 

この活動は、疾病予防、母子の健康、教育など、複数のロータリー重点分野に該当す 19 

る。 20 

    21 

さらに、この分野での進展は、健康、地域生活、医療費の削減に好ましいインパクトを22 

もたらす可能性がある。 23 

 24 

地区は、この普遍的かつ非常に有益な活動に毎年 1日を充てるよう、地区内クラブに25 

促す責務を担うことができる。 26 



 

 

財務上の影響 

 

本決議案により、RI に財務上の影響を与えると考えられるが、現時点ではその額を特1 

定することはできない。かかる費用は、この目標を達成するために RI理事会が提供す2 

る支援の範囲と内容に左右されると思われる。 3 

 4 

ロータリーは現在、「水と衛生」の重点分野を通じて衛生プロジェクトを支援している。5 

クラブと地区は、それぞれが適切と判断する形で、活動する日を決めることができる。 6 

 


